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技術の適用範囲

主な実績

① 適用箇所：桁高の低減が要求される道路橋、歩道橋または桟橋等の桁部材
② 適用支間：50m以下
③ 桁高支間比：道路橋に使用する場合は1/40程度まで、歩道橋に使用する場合は1/50程度まで
④ 製作方法：工場製作
⑤ 架設工法：プレキャスト桁架設工法またはプレキャストセグメント工法
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写真ｰ5　静的せん断載荷試験の状況 写真ｰ6　疲労試験の状況

●静的せん断載荷試験

表ｰ3　｢ダックスビーム｣を使用したPC橋の主な実績
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｢ダックスビーム｣ は、設計基準強度が120N/㎟ の高強度繊維
補強モルタルを使用したプレストレストコンクリート製の桁で
あり、桁高支間比が1/25以下の低桁高PC桁橋を提供するため
に開発されたものである。高強度繊維補強モルタルを使用するこ
とで、主桁に大きなプレストレスを導入できるため、桁高を低減
することができる（図ｰ1）。
高強度繊維補強モルタルは、シリカフューム混入セメント、水、
細骨材、高性能減水剤および鋼繊維等からなる高強度材料であり、
優れた流動性、自己充填性および高い強度を有している（表ｰ1、写
真ｰ1）。鋼繊維を混入しているため、高強度コンクリートにおいて
発生しやすい自己収縮ひび割れや、圧縮破壊時の爆裂を防止する
ことができる。また、水セメント比が低く、硬化体が緻密である
ため、中性化、凍結融解および塩害に対して高い耐久性を有して
いる。したがって、 ｢ダックスビーム｣ を使用することにより、海
上などの厳しい環境条件においても耐久性に優れた橋梁を実現で
きる。

技術の概要 審査証明の結果

技術の特徴

① 低桁高
桁高支間比を1/40程度（歩道橋の場合は1/50程度）まで低減できる。

② 少数主桁
桁高支間比が1/30程度までであれば、在来工法に比べ桁本数を減らすことができ、上部工重量の軽減および施工の省力化

等が可能となる。

③ 高い耐久性
水セメント比が低く、密実な高強度繊維補強モルタルを使用するため、中性化、凍結融解および塩害に対して高い耐久性を

有する。

① 材料特性
　各種材料試験により、高強度繊維補強モルタルは所要の機械的性質および耐久性を有することを確認した（表ｰ2）。

② 構造特性
静的曲げ載荷試験および静的せん断載荷試験より、 ｢ダックスビーム｣ は曲げモーメントおよびせん断力に対し、所要の耐荷

力を有していることを確認した。 また、疲労に関しては、疲労検討時の曲げ圧縮応力度の変動応力度45N/㎟ を 200万回作
用させても疲労破壊しないことを確認した。
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写真ｰ1　高強度繊維補強モルタル

写真ｰ2　鋼繊維

図ｰ2　凍結融解試験（JIS  A 1148）

写真ｰ4　静的曲げ載荷試験の状況

図ｰ3　鉄筋位置の塩化物イオン濃度の経時変化
写真ｰ3　｢ダックスビーム｣ を使用したPC桁橋図ｰ1　低桁高PC桁橋の応力状態

表ｰ1　高強度繊維補強モルタルの標準配合

表ｰ2　高強度繊維補強モルタルの材料特性
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フロー
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減水剤
添加量
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消泡剤
添加量
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（％） W

120 750 260 17 2.0 0.5 210 1235 948 40 0～6 1.8～3.0 0.0～0.08

C S SF
●静的曲げ載荷試験

●凍結融解抵抗性 ●塩害に対する抵抗性

図ｰ4　実験値と非線形解析結果の比較
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ヤング係数
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